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　　　　　　　　　　緒　　雷　　　　　　　　　　　しなけれぽならないのであるが蟹々の拠験膨1的に対して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は近似的な平均の儒で満足することができるため，又半

休。内宮瞬勲推定したり灘の物醐勿。・酬糊である樋駆の緻1こ駄し燃さ捌蜘’・
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旧悦子氏に潔く態謝する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i翼　　験

　　　　　　　　実験装置　　　　　　　党ず蜘赫iの精度懸確めると陶時に今後の応粥爽瞳匙への

糊し更にほ燗物離駄煎たものであ；“・　”の @描磯轍収1，。よ繊度。渤翫す劇

　　　　　　（砺り　　　を繊、す。。畿篇ご嵌＿義度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1を途中の物質によつて全々散乱されることなく薩接

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評数管に到逮するもののみである。従つてこの種の腿験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では吸収体又ほまわりの壁などによつて一痩以上のコム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．S　　ハ撒融緻計数勧焔の磁密に防止せねばな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韻　　　　　　　　ら搬ofPJ　I図の容器を用いてT一線を細いビームとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　奨験を行えばまわりの壁や床のえいきようは殆どなくす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、昂ことができ，又吸旦i又体自身1こよる鋳璽散乱も殆ど無梶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できることは後で示す通わである。吸収体を漁過したrf

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一線は厳密にぽその質を変えるため計数管の効率に変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を来すo従つて訓・数管による計数nは吸収休1を通過して

物質から放射されるT　－waのエネルギ門は単」ではな　　計数管に灘したT一線光子の数，従つて1と厳密には比

馬従つて，たとえば吸収係数の測定においても計数管　例しな㌔ガ近似的に比例するものとして・1！1。＝n／n・

の効率についても厳密にはエネルギースペクトルを港慮　　と見なして平均吸収係搬μを多雀出する。
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第2表　　　　　　　　　で，以後め測難に測づ囑計数から滋引‘くべぎものであ
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三　　　　の　　　　　、　　　　　　　　　　　　散乱’r　一一線の強度を測竃する今一つのi爽験として部魔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の巾央にRαをおき，それから放射されるT一線束を前葱当

1　　　　　　，　　　　　　　　　　　　に変え1三ら壁及び床から纐し劃偽二款丁一線の強さな
冒゜”h「　，　StU”d　　　　　　　　．壁の近くにオ，いた計数管にょって測肌た㈱5図）。共

1　　　　　　　　　　　　　　の宗課は1　　　　（，Fi縁・5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4表及　　　　　噛　　　　　　　　　　　！1／
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9・　　　　りである

　　　　　　　　　　　　E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同じく周
　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　び
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲からの

　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　散乱を調

　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べる拠険
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縦65・m，　　β’廓‘醸a　ヱ）：、鋤裟蒙♂施，

　　　（ri9’4）　　　　　　　　　　横33cm，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高さ3僧獅の鉄板製の函のiil：tl・＝R，をおき，壁からの散乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁一線の強度1が壁の鉄板のfifzさと共にどう変るかを測定
Smu　　P、　　　　　Fe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　4　表
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜㌧S，，i．．、

＿＿艘蕪＿＿7　F’ls”6
りの距離におい，ヒR。と計数靴の聞に両者を織こ線に　　2°°

直角に，　一｝ZIヵ：ほ黛80｝m，　厚さ0，7cmの正方3彫鉄毛反を立

て；それから散乱する二次丁一線の強度を計数管にょっ

て測定した。先ず鉄板のない場合の直灘丁一線の強度を　　　100

測定し，次に厚さ15em，縦：繊ほx“6cmのPbプロ・ツグに　　¶「

よつて直逮丁一線を遮断した上，計数を求める。この蒔

の計数は宇宙線及び容器がら漏出したTr線が救わりの

物体（壁i，床等）がら散乱して計数管に到逮したも，の　　’　σ　e°　40’°°　8｛｝　噸　　　　　　　f60　P
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⊥た。部腿の堕からの散乱を求めたと岡じ要領で計数管　　当る計数管の平均面撰である。

にご薩灘する曽一線憶15cmの陣さの？bブロヅクで遮断し　　・晋々の拠験で獣幾何学．杓染件から朔，　tp2，θ｝’よいずれ、

た上，先ず函のない場含，次に函の中に入れた場合及び　　　も極めて小さく又oc，　tはll，12に比べて小窓いから近

壁の厚さを順次増した蝪合について測定した。その結果　　似的に∫8伽～sllc・Pk，～r｝二おくごとがでさs，従つてコム

　は第5嚢の通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　プトン散乱にオ6ける：1：ネルギーi変化も小さい故μ～〆と

　　　　　　　　　　第5薮　　　　　おけるとすると（3）は献1単に

澄板瓢価i・・IS　1・，・1．・i　1．…　　蜘羅鰍・（の・…帥（・）’

・／漁／・・79・i・，・・9！・，。・gl・…1i・，・…　f・・・…れtLL・　・F）’i分’Lて

　　・数憂膀顛旗縣亜砺軽甲　　5一雛鄭牌：烈1・・f∫・C（・）・蜘伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pt一にし『八・ての積分ではθ｝霊c。nst・と見られるか虐♪

、，｝、惣惣㍍瓢灘震驚警総櫻響織顯　　　2踏箏解・8：rttt・t．∫，c・の・3，・・、・，

駅識繍襟してくると吸1［ycは簡馴嚇伽・・一ヒ鵜・翻・糠窪・齢聯

　　　　　　　煽1。B（ε，x）、一・x　　　　（2）　　と一L・蹴結局

・形に枷細・購独・・に・働欧嚇　．鼠藷鷺£轡小・・…畑・θ…

認麟論繁藷瓢灘欝蓋灘野諜　　　螢無跡曳・（u。・　　　㈲

1になることが計算餐れる。この計揮1康既にTqrran亡　　となる。こsに％はこの場倉の散乱の畏大角であ夢，

があたえているが謙曝験詰慰こも応用するためその　榔ナ・ω。）は一つ曙子がT一線光子劉顎∫角θ。の凹

概格を猷す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　餅1；内に敬乱する断面積である。

　　　　　　（Fig・7）　　　　　　　一　　　蜘賭鞭窯々敬乱寄れる：　M－　tsく礁｛撫繊悌こ賜磁す

　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　、「　　　　るT一線の燈

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　恥奮留誰軌館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　tt　　　な耳ゴいて1懇くと浄卜数艦穿に劉達する金丁一紳漁η歌

　　　　　　　　　　　　　　　　2・be，，ct。’r　’・　，「・　“・s一紹・騨・一・・e・・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝∫。（1＋Nゼ・t・げωo））e－一一t　　　　　（5）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となる。従ゾ｝てこの鳩脅の補照繭数B（ε，κ）　｝凱1十

　　　　　　　　A』5°「bet　　　　　　N，，…if（・．）で・臨y．一・Ctろ礪禰顯では，・。～5・・

今R祓収板（円肌する）及騰卜灘の醗鵬　舳るからσ（θ・）～1賦‘TV’eN；1°L’a（P，，に対して）と

咽・ようにとる．一次・一線・撫飯卿・微小鰍な鰯伽）賜ど1と撚騰つか燃い・fdi
齢細倒逮し，。、で，加1。払プ，。散乱を1ノ　この調：鴛剰磯乱で撒響に蹴す融噸のみ

て計数管唖る歌。憩磯叡3けると　　瀦え・二瓢壮の1臨雛規卿静聯胤｝・つい

・・一 嵭ｭ鶏伽　　　　　「欝野よ；壕混慮鍵犠離瓢ll鷺

　　　　・』璽θκそi舞鍔綿鐙鰹）s伽・と・3）量器鶴澱黙老1灘蕪獣毫譲藻諜

但し，B。は単位立体角内に葺皇位時間に放出される一一y－：　めノ羅の履は殆ど酬…にω式による吸収係数と租なされ

T一線の強度，N，，は吸収体の単位体蹟中に含まれる電　　　る。　　　「　’　　．　　…　，　層

子の数，κ（θ）慷丁一線光子が一つの電子によつてθ方　　　次に既の計葬を第＝．の鎚験㌧蕎ある，一様な了一線の照、

向の単位立体角に敬乱される断面積を示しDはT一線が　　射を濃蔽する壁からの散乱量を求める問題に応用して，
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　　　　　（F！9・8）　　　　　　鵬咽（・）眈る・こ牙1、から面睡図．」・で求めて積分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徽θの函数とt・て細・す鵬9［黛1（b）を輪。この図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から酬’一’S6tの遮蔽叛であ才1’ぼ板に近い処操S力駿詣くなる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　　　　どう変るかがわかるoそれ癒泳したのが第9図（ので

　　　　　　　盆　　　・　　　　鷲囎：≦鞭絃撒轟蕊1畷騰濃鍵

甑麟1鞭麟歌・・の・胎　　　　’け筋祉め獅と砒1姻碗め杯雛稿繍：・応・

お一・一…伽熟酢一・…糠嚇麓：蕪1臨誘　轡合
と脳から議蜘に・一・’と駄して鵬幅と㈱　次e・期線瀦一・物倣ほ纒の魑ある噺又欧

糊鱒賦として　　　　　　　纒の嚇ら敬肘る…次嚇の蜘，轍勺に廠
　82鑑1ザ庶ρ・　．　　．　　　　　う・騨の渤職噂飾め封1形堀なしそ卿心に放

　　　　∫｛e－一・・一…一…sece｝…号・・（の・de　（6）器1襟醜繍綜獅3講を饗驚犠莞あるた

媚る・a・’・にθ61聯数管闘1来す融一線の厭散　放纈鼓から麟鯉・内に放身圏V・一撫一線が勒

雌である・働・らわかるよう1・3即が礎であれぼ物微少部分dxで＝・」aプト・翻、な動噺数獣到

θ。にょって決健し壁め火さにぽ関係しない。ENでpt　　果する嵩次丁一線の鐙を43とすると図から

　　
釦’

d　・・・・…，．・一　＿　Fig’9（ム）　鰯
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ定竃1Qtt

チ…纏ゼ♂融う醸，）　　細　・　　　　瞳館艶・㌦卿　　，頗

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟t；Ob　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lrt二t5

ρtr．Je　　　　　　　　，　．　　．　　．、　　　　．　　　　　　　　Pt＝2e

…　　，・・・・…　　。・，。即　，、L）　　　・1・・・…　U・一螺聯）
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脚　　　　　　・is．・．・C）　　　　　な得る。（7Jからわカ・るように8は⑱自乗に逆工1ヒ例する

噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から函の大さが増せばS獣急げきに源少する。又N，，も

scoe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μも近似的には物蟹の比蹴に比例す菊から（71の積分の係

7。，。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数は壁の物頸にけほ黛撫li刻係と鳳られる。従つて物’霞に

ゅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係するのは破租分頂釧ご1のptのみである。μ雄臨」麺，

，ooo　　　　　　　，。　　単繭脳り囎・lil・砒例するから・　Pt・：の’融1渕；！け
4。c。　　　　　　　　　　　　　　　　璽鞭　　　れば物留・1舛樋るいに関係なくSl圏ま；鯉しL’・ことに欺る。（7）

y。　　　　　　　　　　　　　　311・～ぴ　　　　剛1望に近v・点における散乱丁一縞1の強度』磁，捺）州砿・近

加．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くに綱1ばぶ敵減少づ『ると考え咲）れる。何i｛i’（　？”irら1洲1心

　　　、　　°　　　　　　　　　判ρ㌦5ぴ、　　　で1：〕：θ属πでκ（π）は0とム：りSも0とな為からで漏る。
looo

　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　c・．・・…L？ir　　．　　尚，この計算で瞬劉鯉孜乱嫉省略してあゐがi鯛・ご）中な何

　e　a？　「M　肋　0げ　l　　　　　tf’　　　　伸！，　　駐IIか散乱するT一線1霊必ずしも少く欺いと膨えられ為か

　4iSl・・Bed…”・・sc・，・（の・N・・伽ε－”Ltxsee°　，　dn・　　曖・黙階畑式に更に彬く卿：1轍砲瑚が附け加オ沼憶：

μ～〆と見なして積分すると　　　　　　　　　　　　　　　　ずである。しかし今は第一i近1以として｛7，武のみを考t献す

8－・・N・・∫ffi（壌；4・・∫ε　く・一・eee）．dx・，　るこ・すにる・轍分樋ph・ca11y騨・麟積

脚厚さに比して敵脚魔の1－k：　・IJ：i・＆かに糟いとす　分蹴西噸数としてグ”に鰍と1加図ω肱

繊，。についての搬に際してlt．・lix・。…．と駄　る・又こ勅・ら面朧求めて積分1勲・の醐比℃喪

さ悩6従つて　　　　．　　　　わすと鋤図（b）灘協鰯鰍醐嬢の難吊識

碗響…蝉憲謂熱・緬雛繍劉離麟蕩鼎孟叢齢
，　　（Fis・1の　　　　　　磐鷺雛諮瀦獺鷺イ響鷲籍翻赫繕

dUt

久　s

　　　　　　　　　　　　　　4の瀕数と見なしてグラフに表わせexrvaかになる（Fig・

’　　　　　　　　　　　　　　　11．（C））・壁が相詣1堅くなつてe”“”t（のが1V：：．i：ヒして無視

　dd‘　　　　　　　　　　　　　　できる程になれば積分は一・冗傭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　砿十ρ尺　　　　　　　　　　　rc・c・・互・・（2）

、　　　∫　　　　　　　　　　　　＿一一一一一一一…一…・。4卯

　　　　　　　　　　0　　1＋3‘π里
2

昏　　　　　　　　　　　　　に収轍する。しかしこれは，壁の厚さが大きくなれば当

　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　然考照さるぺき多璽散乱徹省1略してのことである。

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）式及び｛7）式とi爽験櫨との比較昧いずれ，も栩対1白な鱒

　　　51’SouatU　　　ヱ）．‘燃

　とれに1～2＝aB＋㌍一2abCOSrp及びR／sinOP　・blsinθな　　　1。
ア

る関係を用いて数値積分をすれぱ8が求あられる。習々

の実験では計数管に髄の近くにあつてa～bとできるか

らe・tU（Pt＋P）／2，　R～2σ∫動書・となり・結局

s…E・’ 荘秩@　　　　　　　　　瓢

　　∫：愛樗等lliぎκ　号’｝d・…

　　　　　　　　　　　　　　2
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∬・脚ア1。・圏・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　し　　　　　　　　・
1汐

1験曹
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